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※令和 7年度時点

この作品は、みんなが寝ている間に明日の準
備をしているような感じにしました。暗い中
ぼんやりと静かに光っているような表現をし
たいと考えました。周りは真っ暗ではなく、
部屋の背景もしっかり見えるようにしたかっ
たので、絵の具やクレヨンを使い、重ねて表
現しました。また、床も汚れや模様をしっか
り再現することにこだわりました。

作品名

「明るい労働者」

第67回

今月は、「手伝う」「もう一度」についての手話を紹介します。
問い合わせ　障害福祉課（内線 297）

広告

親指を立てた左手を体の前に構え、その親指の
背を右手のひらで前に押し出すように 2回たたく。

手の甲を前方に向けて右手を握り、顎の下から前
へ出しながら人差し指を伸ばす。

×2

手伝う もう一度

パークゴルフサークル「さくらそう」の皆さん

31人のメンバーで構成され、月2回荒
川水循環センター 上部公園で活動して
いる。

戸田市シルバー人材センター
パークゴルフサークル「さくらそう」

取材先

雲ひとつない冬晴れの空の下、広々とし
たコースに元気な声が響き渡ります。今
回は、パークゴルフサークル「さくらそう」
の活動を取材しました。
「いいね！」「うわ～惜しい！」「次はもう
少し強く打ってみようか」。あちこちから
聞こえてくるのは、プレー中の仲間を励ます温かな言葉。18ホールを回る個
人戦ですが、3～4人の組に分かれてコースを回るため、まるでお互いのスコ
アを伸ばそうと作戦を練るチーム戦のようにも見えます。ナイスショットに
は自然と拍手が起こるなど、一人で黙々とプレーするのではなく、みんなで
一喜一憂するのが、このサークルの醍醐味です。アットホームな雰囲気の秘

訣は、毎回行うグループ分けのくじ引き。
誰とでも交流できる仕組みがワクワク感
を生み、会話の輪を広げています。
「歩く・考える・笑う」が健康の源だと
言う皆さんからは、冬の寒さをも吹き飛
ばすパワーがみなぎっていました。
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パソコン同好会に
インタビューしました！～100年健康・シニア活躍～

このコーナーでは、市内で元気に生き生き活動しているシニア世代の方々を紹介します。

市長が全力で市内を取材し、紹介するコーナーです。
取材先で皆さんの声を聴き、キラリと輝く戸田の宝を発掘します。

Special photo

市長が市内の企業や事業所など、 
皆さんのところへ取材に行きます。
申し込みは市長公室（内線423）まで。

中小企業のIT導入支援　DXをワンストップで
中小企業の業務の「見える化」や効率化をサポートする株式会社Be-Linksを取材しました。
代表取締役の稲

いなむら

村 佳
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子
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さんは、システムエンジニアとして働く中で、自身のスキルを
社会課題の解決に役立てたいのとの思いを強くしました。
出産を機に専業主婦として子育てに専念する時期を経て、社会との関わり方や働き方に
ついて改めて考えるようになります。その思いを実現できる環境を求めて転職しましたが、
理想とする会社には出会えませんでした。そこで、中小企業のDX推進や女性の社会進
出を支える会社を自らつくりたいと一念発起し、202 2年にBe-Linksを創業しました。
同社は、プログラミングができなくても使える業務改善ク
ラウドサービス「kintone（キントーン）」の導入支援を得意
としています。しかし、それだけに留まらず、ITで「見える化」
を進めるなど、企業のDX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）化の伴走者として、課題に合わせた最適なITツールやシ
ステムを提案し、導入までワンストップで支援しています。

女性のキャリア復帰支える　元専業主婦の視点
Be-Linksでは稲村さんのほかに3人の女性従業員が活躍しています。稲村さんは大学
卒業後、IT企業で8年間働き、出産を機に約 10年間専業主婦として過ごしました。そ
の後社会復帰し、6年間の会社員生活を経て、Be-Linksを創業しました。「キャリアブ
ランクのある女性でも社会で活躍できる場をつくれないか。女性の活躍の場を広げたい」
という思いから、3人の従業員はいずれも、家庭の事情などで毎日の通勤が難しく、基
本的に在宅で仕事をしています。
稲村さんは専業主婦時代に育児サークルを運営。旧上戸田
福祉センター（現あいパル）で、親子体操や歌、工作などを毎
週定期的に開催し、一人で子育てを抱え込まない環境づくり
に取り組んできました。創業後は、住民に身近に感じてもら
える企業になりたいと、戸田市商工祭にkintoneの体験コー
ナーを出展。県産業振興公社や市商工会でDX化のセミナー
を開くほか、県内企業の支援にも力を入れています。

株式会社B
ビ ー リ ン ク ス

e-Links第56回

株式会社Be-Links 
新曽806 - 3　SNビル2F
中小企業のDXを通じた業務改善を支援する。
「書類やデータが分散し探すのに時間が掛かる」
「言った言わないでもめる」といった職場環境を
改善。目指すのは、仕事に忙殺されずに、顧客
対応や後進の育成、新規事業への挑戦など「人
だからこそできる仕事に集中できる」職場づくり。

kintoneを使って、アンケートの
集計や、結果を担当部署に共有
する作業を体験しました。直感
的に操作ができ、集計結果が瞬
時にグラフ化され、リマインドと
いった便利な機能も付けられます。
実は市役所でも、車両の管理と
いった一部の業務でkintoneを
活用しています。

県が主催する女性のビジネス
プランコンテスト「SAITAMA 
Smile Women ピッチ 2023」
でBe-Linksは優秀賞に輝きまし
た。受賞したのは、同業の数社
でDX化を進めるプラン。中小
企業の IT導入のハードルを下げ
るべく、同業他社と共にイベン
トを開きたいと考えています。

取材を終えて市長は
「探す、待つ、転記する。その3つをなくせば、仕事は劇的に変わります」との稲村
さんの話に納得しました。市では、職員の創意工夫を奨励する「職員提案制度」を
設けています。なかでも2022年度に始めた「ひとり1カイゼン部門」では、1,400
件を超える日常業務のカイゼン（改善）がなされてきました。kintoneを使って大幅
な時短に成功した例も増えています。Be-Linksには企業のDX化のパートナーとして、
また市内で起業したい人のモデルとして、飛躍していってほしいと思います。

支援先の企業で。信頼関係の構築
を大切にしています

県と県産業振興公社が協力するDX
推進人材育成講座に登壇
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